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緒言

「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、

全ての人々の権利」

（平成23年法律第78号スポーツ基本法前文）



緒言

2010年度 1～6歳 2016年度 小学1～6年生

福島の小学生の日常的
スポーツ参加促進策を提案



現状と課題

授業1時間・課外活動2時間と制

限する「3時間ルール」等屋外活

動を一部制限している学校は全

体の43％（2011年10月1日現在）

福島の被害（2011年当時の状況）

2011年4月20日
朝日新聞 夕刊



現状と課題

表 1 2010・2012・2013 年度福島県小学生新体力テスト平均値比較表 (福島県教育委員会) 

平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

小1 31.06 29.90 30.65 31.12 30.45 30.54

小2 37.93 37.28 38.86 38.60 37.83 37.98

小3 42.87 42.29↓ 42.05 44.08 43.64↓ 42.66

小4 48.80 47.12↓ 47.72↓ 49.82 49.00↓  49.07↓ 

小5 54.87 53.21↓ 52.45↓ 56.11 55.11↓ 54.11↓

小6 61.05 60.26↓ 58.52↓ 61.80 61.63↓ 60.48↓

学年 2010年度 2012年度 201３年度 2010年度 2012年度 201３年度

男子 女子

福島の子どもの体力問題

（例）2010年度小1の2012年度小3男子の数値と
2010年度小3男子の数値を比較⇒0.58ダウン

震災後の
学年平均値が低下



現状と課題

乳幼児・児童の発育・発達過程において体を動かすことが

大切な時期に十分な身体活動が行えなかった

2016年、2010年度1～6歳が

全員小学1～6年生となる

「2016年福島県小学生体力問題」



調査概要
1.時期：2015年8月22日

2.対象：郡山市･･･ＮＰＯ法人エストレージャス、ＰＥＰ Ｋｉｄｓ Ｋｏｒｉｙａｍａ
福島市･･･ＮＰＯ法人いいざかサポーターズクラブ、特定非営利活動法

人福島県レクリエーション協会、福島県川俣町富田小学校、
Ｐｏｗｅｒ Ｕｐ Ｊａｐａｎ ｆｒｏｍ Tｏｋｙｏ 被災地支援事業（アスリート
派遣事業）ふくしま大運動会 ｉｎ福島大学～夏休み／第２弾 集
まれ！野球キッズ！２０１５夏ふくしまベースボールフェスタ、
福島大学

3.方法：フィールドワーク（ヒアリング）調査、イベント参加 （分担して担当）

現状と課題 福島訪問調査



ＮＰＯ法人 エストレージャス ＰＥＰ Ｋｉｄｓ Ｋｏｒｉｙａｍａ

郡山市

・会員数約２００人のサッカークラブ
・スタッフは７名
・屋外スポーツ実施の現状を知るた

めに訪問

・東北最大級の室内運動場
・対象年齢は１歳～１２歳
・室内遊びの現状を知るために訪問

現状と課題



ＮＰＯ法人いいざかサポーターズクラブ特定非営利活動法人 福島県レクリエーション協会
事務局長 佐藤喜也さん

福島市（活動団体）

・生涯スポーツの普及、コミュニケーション
や人間関係づくり等の事業を展開

・子どもの体力低下について現場の声を伺
うため訪問

・福島市飯坂町のまちづくりに関する事業
や活動を行う

・子どもの遊び場について知るため訪問

現状と課題



Power Up Japan from Tokyo 被災地支援事業 福島県川俣町 富田小学校

福島市（イベント参加）

・福島大学の野球部と元プロ野球選手
が小学生への野球教室を実施

・地域と大学の連携の様子を知る
ために訪問

・地元の高齢者が中心となり、子どもたち
が体を動かせるイベントを実施

・ボランティアがイベント運営を行う様子を
知るため訪問

現状と課題



指導者の減少
学校の校舎を使用
できないなどの縛り

除染の状況
身近に放射線量が
低い場所がない

1.限られた遊び・スポーツの場（1）現状と課題

福島県



1.限られた遊び・スポーツの場（2）現状と課題

外では遊べない 子どものことは
後回しの傾向

バスでの送迎
を要する

室内運動場の
多くは幼児まで

福島県



2.現地の要望現状と課題

保護者を
巻き込みたい

運動を習慣化
させたい

活動種目を
増やしたい

室内施設を
増やしてほしい

福島県



3.目に見える体力低下現状と課題

家の中で過ごす
習慣（ゲーム等）
の定着

簡単な運動が苦手
な子が多くなった

現在の小１～５年生
の体力低下が深刻

福島県



現地で行われている対策

• 福島県：運動身体つくりプログラム（小学生）

• 福島市：すまいるあっぷ福島（３歳～小３）

• 郡山市：大型遊具巡回事業（４ヵ月～小学生）

• レクリエーション協会：ニュースポーツの「体験ひろば」、笑顔againプロ

ジェクトなど

• 福島県体育協会：うつくしまスポーツキッズ発掘事業

連携がなくバラバラな対応、参加者の限定

現状と課題



見えてきた課題

• 震災当初から現在まで、子どもたちの遊ぶ場所・スポーツをする場

所は限られている

• 室内の遊び場、保護者の積極的な参加が求められている

• 子どもの体力低下は目に見える形で現れている。運動習慣が定

着しなかった

• 福島県などが対応を行っているが、連携がなくバラバラな対応で

ある。参加者が限定されている

現状と課題



作業仮説

個人的属性

重要なる他者

社会化の状況

役割学習

スポーツへの社会化過程3要素

性格、性別、年齢

物的・人的環境、状況

家族、友達

スポーツの実施

G.S.ケニヨン、B.D.マックファーソン(1988)
「身体活動やスポーツにかかわりあうようになること」



作業仮説
震災後の福島における

子どものスポーツへの社会化

個人的属性 ⇒2010年度1～6歳の男女

重要なる他者 ⇒時間的・経済的余裕のない保護者

社会化の状況 ⇒屋外活動制限、屋内運動施設の不足

運動・スポーツの機会の不足



作業仮説 震災後の福島における
子どものスポーツへの社会化

役割学習

2010年度1歳～6歳の子どもは

屋外活動制限があり

時間的・経済的余裕のない保護者は
子どもを屋内運動施設に連れていく
ことができず

子どもたちは、室内にいることが多く、
運動習慣がつかなかった

⇒





支援策のポイント

・定期的な運動機会を設け、運動の習慣化を図る

・様々なニュースポーツを体験し、運動の選択肢を広げる

具体的な支援策

・スポーツを通して子どもと保護者の運動意識の向上を図る
・学校を基盤にして、他の取り組みや事業との連携を行う
・チェックシートで親子での運動の動機づけを図る

親子スポーツアワー

放課後子供教室ス
ポーツステップアップ

アワー



具体的な支援策

スポーツステップアッププロジェクト

親子スポーツアワー
放課後子ども教室スポーツ

ステップアップアワー

●「うつくしまスポーツキッズ発掘事業」（福島県体育協会）
●「笑顔againプロジェクト」（福島県レクリエーション協会）



スポーツステップアッププロジェクトの流れ具体的な支援策

5月 8月 11月 3月

第1回親子
スポーツアワー
（体力測定①
・体験会①）

第3回親子
スポーツアワー
（親子運動会
・体力測定③）

福島県
体育協会

うつくしまス
ポーツキッズ

発掘事業

第2回親子

スポーツアワー
（体力測定②
・体験会②）

放課後
子ども教室

スポーツステップ
アップアワー

福島県
レクリエーション

協会
「笑顔again 
プロジェクト」

宿
題

宿
題

宿
題

放課後
子ども教室

スポーツステップ
アップアワー

放課後
子ども教室

スポーツステップ
アップアワー



①親子スポーツアワー

・対象者：小学生とその保護者（各20人程度）

・実施回数：年4回（5月・8月・11月・3月）【11月は県のプログラム参加】

・時間：10:00～15:00

・主催：スポーツステップアップサポーターズ

・スタッフ：指導者2名、スポーツステップアップサポーターズ8名

・協力:学校、福島県体育協会、福島県レクリエーション協会、各ニュー

スポーツ団体、社会福祉協議会

・場所:学校の体育館

具体的な支援策



親子スポーツアワー（プログラムの流れ）

体力測定①と

スポーツ体験会
①を実施

体力測定②と

スポーツ体験会
②を実施

体力測定③と

親子運動会を
実施

5月
第1回親子

スポーツアワー

8月
第2回親子

スポーツアワー

11月

うつくしまスポー
ツキッズ発掘事

業または
笑顔againプロ

ジェクト

3月
第3回親子

スポーツアワー

具体的な支援策

プログラムに
参加



親子スポーツアワー（各内容）具体的な支援策

体力測定 親子運動会体験会

短時間・室内
で行うもの

子どもが保護者
にアドバイスでき

るように！

子どもと保護
者が一緒に行

う競技

親子スポーツアワー
①～③で実施

体力・運動能力テスト

親子スポーツアワー
①～③で実施

ニュースポーツ体験

（放課後子ども教室ス
ポーツステップアップア
ワーで体験する種目）

親子スポーツアワー
③で実施

玉入れ・親子リレー
親子二人三脚・綱引き



親子スポーツアワー
（１日の流れ・５月開催例）

10:00～ 開会式（10分）

ウオームアップ(10分)
体力測定（1時間）

11：20～ 体験会（1時間10分）

12：30～ 昼休み（1時間）

13:30～ 体験会（1時間10分)
14:40～ クールダウン（10分）

閉会式・宿題（チェックシート）配布（10分）

15:00～ 終了

具体的な支援策



集まれ未来のトップアスリート！ 「スポーツ大好き！」「何かスポーツ
をやってみたい！」という小学生（3～5年生）を募集します。

各種のスポーツテストを行い、将来有望な人材の発掘・育成を目指し
ます。

また、興味のあるスポーツに出会い、夢や希望を持ってスポーツに取
り組むことができるよう様々な支援を行います。
■主催：公益財団法人福島県体育協会
■共催：福島県

■後援：福島県教育委員会 福島県高等学校体育連盟 福島県中学
校体育連盟
■協力：公益財団法人福島県体育協会加盟競技団体

（2015.福島県体育協会）

支援策との連携
（うつくしまスポーツキッズ発掘事業）

・スポーツテストやニュースポーツ体験会などを年間を通して実施
・支援策と連携し、より積極的なスポーツ参加やスポーツ交流を図る

連携

セーリングや
ホッケ―など

多種多様な
スポーツ体験
会やトレーニ
ング講習会
なども行って

いる

具体的な支援策



支援策との連携
（笑顔againプロジェクト）

・子どもたちの遊びの支援やレクリエーション活動支援などを実施している
・支援策での運動と遊びを連携させ、より楽しみの場を広げる

連携

具体的な支援策

・幼児から高齢者まで幅広い世代をレクリエー
ションによる支援を実施

・子どもたちに「野外キャンプ合宿」を行い、自
然体験やレクリエーション、ニュースポーツの
体験を行っている

（2015 東日本大震災復興支援事業）



チェックシート（１週間の流れ）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

6/1 ○ ○ ○

6/2 ○ ○ ○

6/3 ○ ○ ○

6/4

6/5

6/6

6/7

チェックシートは毎親子スポーツア
ワー時に配布され、親子が一緒に
実施できる運動遊びを提供し、家
庭でも継続的な運動を行うことを促
す。次の親子スポーツアワーまで
に行うべき運動量の目安となり、橋
渡しの役目を果たす。

①腕立てじゃんけん ②２人縄跳び

③片足しゃがみ立ち ④じゃんけん馬跳び股くぐり

⑤ボール投げ ⑥風船バレー ⑦ウォーキング

1日3種目以上
を目標!

具体的な支援策

Point!



②放課後子ども教室
スポーツステップアップアワー

・対象者：小学生

・実施回数：5月～3月で週に1回

・時間：放課後から1時間30分（地域により開始にばらつき有り）

・主催:スポーツステップアップサポーターズ

・スタッフ：指導者1名、スポーツステップアップサポーターズ4名

・協力：学校、各ニュースポーツ団体

・場所：学校の体育館

具体的な支援策



放課後子ども教室
スポーツステップアップアワー
（１日の流れ・５月開催例）

15:30～ ウオームアップ(10分)

15:40～ 説明（10分）

15:50～ 実践（1時間）

16:50～ クールダウン（10分）

17:00～ 終了

具体的な支援策



放課後子ども教室
スポーツステップアップアワー

（種目例）

周期 実施スポーツ

5月

6月

7月

8月

フライングディスク

手のひら健康バレー

スポーツテンカ

ディスク（直径20ｃｍ程度）を回

転させて投げる。遠投力や正確
度の技術を養う。

1チーム6人。ネットを挟んで3人

ずつが椅子に座る。ラリーの回
数を競う。

2人での対戦形式。相手が投げ

たボールを必殺キャッチできると
得点が入る。

概要

太極柔力球
中国生まれの種目。特性のラケット
とボールを使い、身体を柔らかく伸
びやかに動かす。

具体的な支援策

簡単

安全 楽しい



放課後子ども教室との連携

・文部科学省による「放課後子ども教室」と厚生労働省による「放課後児童クラ
ブ」という放課後児童に関する事業を各省が独自に推進

・2007年度に両省が一体的・連携して実施する事業である「放課後子どもプラ
ン」が創設される

現在行われている放課後事業と連携し、放課後という時間と体育館
などの施設を活用することで支援策を行う

具体的な支援策



運営方法

運営体制

具体的な支援策



社会福祉協議会との連携

社会福祉協議会は、民間の社会福祉活動を推進することを目
的とした営利を目的としない民間組織です。

たとえば、各種の福祉サービスや相談活動、ボランティアや市
民活動の支援、共同募金運動への協力など、全国的な取り組
みから地域の特性に応じた活動まで、さまざまな場面で地域の
福祉増進に取り組んでいます。

（2015, 全国社会福祉協議会）

支援策を実施するモデル地域、福島市・郡山市・白河市の各社
会福祉協議会にボランティア募集の広報を協力してもらい、ス
ポーツステップアップサポーターズのメンバーを募る。

具体的な支援策

社会福祉協議会とは？



運営費用

・保険料（500円→自己負担）
・広報費（ポスター等→3回で30,000円）
・人件費（指導者2名→20,000円→3回で60,000円）
・施設費（学校のため無償）
・チェックシート費用（配布・作成費→10,000円）

親子スポーツアワー

・広報費（ポスター等→10,000円）
・人件費（指導者1名→ニュースポーツ団体派遣→5,000円）
・施設費（学校のため無償）
・用具費（ニュースポーツ団体貸し出し用具）

放課後子ども教室スポーツステップアップアワー

3回開催で
100,000円

（保険料を除く）

具体的な支援策

通年で40回開催
予算210,000円



運営資金の捻出
ふくしまっ子体力向上総合

プロジェクト（教育庁・健康教育課）

原子力発電所事故により

低下した児童生徒の体力

向上や肥満傾向児の出現

率を低下させるため、運動

能力向上や食育による健康

増進に向けた事業を展開する

具体的な支援策

76,093,000円



モデル事業具体的な支援策
県北

県南

白河市

福島市

県中

郡山市



• 震災によって運動環境被害を受けた現在の小学生が、自分に合っ
たスポーツを発見し実践することによって運動の習慣化を促し、震
災前の福島県における体力テストの平均値を上回ることで「2016年
福島県小学生体力問題」を解決する。

• 各「親子スポーツアワー」の間に設けられた宿題（運動チェックシー
ト）を活用することで、家庭でも運動を行う動機づけとなり、実践すべ
き運動量の目安となる。

• 親子間でのコミュニケーションが深まり、子どもだけでなく保護者も
運動を行い、体力の向上が見込まれる。

• これまでは各団体・協会等がバラバラに運動に関するプログラムを
行ってきたが、この支援策では複数の組織が連携して行うものであ
り統一感のある取り組みとなる。

期待される効果



主な参考文献
• G.S.ケニヨン、B.D.マックファーソン（1988）「身体活動やス
ポーツにかかわりあうようになること-社会化の過程」G.S.ケ
ニヨン、ジョン・W・Jr.ロイ、B.D.マックファーソン編著；粂野豊
編訳『スポーツと文化・社会』ベースボール・マガジン社
pp.331-361.

• 朝日新聞（2011/04/20 夕刊）

• 福島県教育庁健康教育課「児童生徒体力向上推進事業」
http://www.kenkou.fks.ed.jp/tairyoku/22tairyokukoujyou/tai
ryoku%20index.html
（最終アクセス2015/10/22）
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